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1. 目　的

腹水濾過濃縮再静注法（cell-free and concentrated ascites 
reinfusion therapy, CART）は，難治性胸腹水に対する有効
な治療法であるが，手技が煩雑であることが大きな課題で
あった。そこで徳島大学は，企業（株式会社タカトリ） 
との医工連携コンソーシアムを構築し，安全，簡単，確実
に胸腹水処理ができるCAR T専用装置Mobility-CAR T
（M-CAR T）を開発した。M-CAR Tは操作手順を補助する
タッチパネルガイドを採用し，その専用回路には，直感的
な清潔操作を実現するために従来のパネル式ではなく，接
続するチューブを左側から順に配置するチューブホルダー
型回路セットを開発した。今回，眼鏡型カメラにヘルメッ
ト型照準器を合わせることによって安価な視線解析装置を
試作し，チューブホルダー型回路セットのユーザビリティ
評価を行い，その有用性を検証した。

2. 方　法

CAR T業務に従事している臨床工学技士に試作した視線
解析装置を装着してもらい，M-CARTおよび従来機（ACH-
Σ , 旭化成メディカル株式会社）のプライミング時の視線
の動きをモニタリングした。また，HRV Live!（Biocom 
Technologies）を用い，耳朶にセンサーを装着して自律神
経（交感・副交感神経機能）を連続的にモニタリングした。

3. 結果・考察

M-CARTでのプライミング時の視線解析ではチューブホ
ルダーには視点が集まらず，正面から左側に視点が集中し

ていた。これは左側のチューブを取り付ける際に回路の絡
まりが生じ，対応が必要であったためと考える。ACH-Σ
では正面と側面に視点集中部位が分かれ，正面ではタッチ
パネル付近に，側面では3連ポンプ付近に視点が集中して
いた。視点の移動距離はM-CAR Tの方が有意に短かった。
これは，M-CAR Tのチューブ接続が正面のみから行われ，
また，清潔に保持すべき回路接続部がチューブホルダーに
接続順に固定されているため，接続部を探す必要がなかっ
たことによると考えられる。自律神経機能では，M-CAR T
はACH-Σと比べてLF/HF比（ストレス指標，交感神経活
性度）は低く，準備作業のストレスが少ない可能性が考え
られる。

4. まとめ

視線カメラに照準器を加えることによって，安価な視線
解析装置を試作することができた。M-CARTではチューブ
ホルダー型回路セットを採用することによって，接続部を
探す必要がなくなり，正面のみからのチューブ接続が可能
となったことにより，視点移動距離が短く，ストレスの少
ない準備作業ができる可能性がある。

5. 独創性

本研究では，視線解析装置は眼鏡型ビデオ装置とヘル
メット型照準器を用いて試作した。これにより，目線の高
さでの撮影ができ，照準器を通して物を見ることにより眼
球のみを動かすことがなくなり，視線とビデオ撮影部位が
一致するために視線解析が可能になった。この解析装置を
用いたことで，既製の視線解析装置がなくても視線解析が
できるようになった。
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